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D 65 蒲団における水分の拡散移動

共立女子大家政　 芳住邦雄

（目的）就寝時の快適性を支配する要因である蒲団における水分の移動特性を解析的に解明

することを目的としている。水蒸気分圧勾配に応じて移動する過程を拡散方程式により記述

し、その解を求めることにより蒲団内における水分の移動特性を明らかにしようとするもの

である。

（方法 ）人工気象室において成人男子を被験者として蒲団の着用実験を行った。用いた蒲団

ワタは、吸湿性の無視できるポリエステル製である。温湿度計は、神栄製TRH-DH2 型であり

10 秒間隔でデ ータを収録した。

（結果）本研究では、敷蒲団の上側における人体から発っせられた汗が、下側に拡散する系

を考察する。蒲団を厚さＬの平板と考えると、これを通しての水蒸気の移働は-  H 次元非定

常の拡散現象として扱える。実験では。敷蒲団の下側は、格子状の台で支え、かつ、ファン

で強制通風したので、常時、室内の湿度と同一の一定状態の保たれた。敷蒲団の上側の水蒸

気分圧は、初期に急激の上昇し、その後、ほぼ一定と言いうる状態にあった。

水蒸気分圧をＰ とすると、この現象は、次の拡散方程式で記述できる。

∂p　　　　 ∂^P

-　 ＝　Ｄ　-

at　　　　 ∂x^

初期条件は、t  = 0 ;　P  = Pe　(,0  < X < L)

境界条件は、t ＞o,     x = o :　　P  = Po

x  = L :　　P  = Pe

これを、Cars lawらの成書によって解き、数値計算し、水蒸気分圧差Po －Pe についての

シミュレ ーション結果を示したのが、右図である。蒲団内における水蒸気の移動特性の経時

変化が理解される。

本研究は、桐蔭学園横浜大工　竹内正頚教授との共同研究によるものである。
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図　敷蒲団における水分の拡散シミュレーション

冬 期 就 寝 時 に 使 用 さ れ る 保 温 器 具
尚綱女学院短大　　　久慈　 るみ子

９ 日 的　 睡 眠 が 、 快 適 で あ る か ど う か が 疲 労 の 回 復 を 左 右 す る 。 快 い 睡 眠 は 、 寝 室 の 環 境

や 寝 具 な ど か 影 響 す る こ と も あ る 。 冬 季 に お い て 気 温 が 低 い た め に 寝 具 だ け で は 寝 床 温 度

を 快 適 な 状 態 に 保 つ こ と が 出 来 な い 場 合 、 寝 室 の 温 度 を 上 昇 さ せ る よ り も 、 一 般 的 に は 寝

具 に 保 温 器 具 を 直 接 加 え て 寝 床 内 自 体 の 温 度 を 上 昇 さ せ る こ と が 多 い と 思 わ れ る 。 そ こ で

今 回 は 東 北 地 方 を 中 心 と し た 各 地 に お い て 、 冬 季 に ど の よ う な 寝 具 お よ び 保 温 器 具 が 用 い

ら れ て い る か を 広 く 調 査 す る こ と に よ っ て 、 そ の 実 態 を 把 握 し 、 快 適 な 寝 床 温 度 を も た ら

す 要 因 を 明 か に す る こ と を 目 的 と し た 。

§ 方 法　 調 査 地 域 は 、仙 台 を 中 心 と し た 宮 城 県 内 と 青 森 、岩 手 、 山 形 、 茨 城 、 栃 木 、 埼 玉 、

神 奈 川 の８県 、12箇 所 に つ い て 行 っ た 。調 査 対 象 は 短 大 生 、 高 校 生 の い る 家 庭 を 中 心 に 行 っ

た 。 有 効 回 収 率 は65  ％ で あ っ た 。 調 査 方 法 は 、 ア ン ケ ー ト 用 紙 を 作 成 し 郵 送 留 置 法 に よ っ

たo 調 査 は 、19 8 7年 に 行 っ た 。 ア ン ケ ー ト の 内 容 は1, 寝 具 に つ い て 、2, 保 温 器 具 に つ い て 、

3 ,睡 眠 時 の 環 境 条 件 に つ い て の ３ 項 目 に つ い て 調 査 し た 。

§ 結 果　 ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 、 以 下 の こ と が わ か っ た 。

保 温 器 具 は ほ ぼ 半 数 の 人 が 使 用 し て い る 。 使 用 さ れ て い る 器 具 は 、 電 気 掛 け 毛 布 、 敷 毛

布 が 多 い 。 保 温 器 具 の 使 用 方 法 は 、 布 団 に 入 る 前 か ら 朝 ま で 使 用 し て い る 人 が 約id ％ 、 布

団 に 入 る 前 か ら 使 用 し 途 中 で や め る 人 が 約20  % 、布 団 に 入 る 前 の み 使 用 す る 人 が1  6 % で あ っ

たo      電 気 掛 け 毛 布 、 電 気 敷 毛 布 の 使 用 者 は 睡 眠 中 暖 か す ぎ て の ど の 渇 き 、 発 汗 が 起 こ り 不

快 に な っ て 目 覚 め る こ と が あ る と い う こ と が 解 っ た 。


